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「
神
の
業
に
参
与
す
る
」

理
事
／
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長　

伊
原　

幹
治

重症者ホームひさやま「10 周年開設祭」

糸
賀
一
雄
（
鳥
取
、
１
９
１
４
―
６
８
）
は
、

１
９
６
３
年
に
重
症
心
身
障
害
児
施
設
「
び

わ
こ
学
園
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
当
時
、
重

症
児
者
を
持
っ
た
家
で
は
両
親
が
高
齢
化
し

子
ど
も
の
世
話
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
先
行

き
を
心
配
し
た
親
が
子
を
殺
す
「
親
子
心
中
」

が
し
ば
し
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
会

へ
の
陳
情
に
対
し
て
、「
国
の
た
め
に
役
に
立

た
な
い
者
に
大
切
な
税
金
は
使
え
な
い
」
と
い

う
言
葉
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
糸
賀
は
「『
こ
の
子
ら
に
世

の
光
を
』
当
て
て
や
ろ
う
と
い
う
あ
わ
れ
み
の

政
策
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
子
ら
が
自

ら
輝
く
素
材
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
よ
い

よ
み
が
き
を
か
け
て
輝
か
そ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。『
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
』
で
あ
る
。」
と

述
べ
て
い
ま
す
（
糸
賀
一
雄
『
福
祉
の
思
想
』

（
N
H
K
出
版
）。

　

久
山
療
育
園
の
初
代
園
長
の
川
野
直
人
牧
師

（
長
女
Ｎ
さ
ん
も
重
症
児
）
も
、
よ
く
こ
の
糸

賀
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は

こ
の
糸
賀
の
こ
と
ば
を
久
山
療
育
園
を
通
し
て
、

実
現
し
て
い
く
使
命
を
持
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
運
動
体
と
し
て
地
域

の
重
症
児
者
を
支
援
し
、
具
体
的
に
は
久
山
療

育
園
の
働
き
を
通
し
て
、
そ
の
輪
を
広
げ
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
皆
様
方
に

は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
会
員
（
賛
助
、
一

般
、
中
高
生
）
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
会
が
主

催
す
る
学
習
会
や
行
事
な
ど
に
も
参
加
し
て
く

だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
特
に
最
近
、
月
例
や
年

末
の
街
頭
募
金
の
参
加
者
が
少
な
く
て
困
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
年
に
１
回
で
も
、
ご
参
加
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。で
き
た
ら
お
子
（
孫
）

様
と
ご
一
緒
に
。
月
例
は
毎
月
第
４
土
曜
日
の

13
時
～
15
時
に
、
年
末
も
同
じ
時
間
帯
に
中
央

区
天
神
の
西
日
本
新
聞
社
・
大
丸
前
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
街
頭
募
金
は
、
久
山
療

育
園
建
設
資
金
を
集
め
る
た
め
に
始
ま
っ

た
「
友
の
会
」
の
原
点
と
も
な
る
活
動
で
、

半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
に
は
久
山
療
育
園
で
１
日
だ

け
の
草
刈
り
デ
イ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
８
月
16
日
（
土
）
に
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
久
山
療
育
園
や

事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

弟
子
た
ち
が
イ
エ
ス
に
尋
ね
た
。「
ラ

ビ
、
こ
の
人
が
生
ま
れ
つ
き
目
が
見
え
な

い
の
は
、
誰
が
罪
を
犯
し
た
か
ら
で
す
か
。

本
人
で
す
か
。
そ
れ
と
も
両
親
で
す
か
。」

イ
エ
ス
は
お
答
え
に
な
っ
た
。「
本
人
が

罪
を
犯
し
た
か
ら
で
も
、
両
親
が
罪
を
犯

し
た
か
ら
で
も
な
い
。
神
の
業
が
こ
の
人

に
現
れ
る
た
め
で
あ
る
。」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ

る
福
音
書　

９
．
２
―
３
）

　

こ
こ
で
弟
子
た
ち
が
発
し
た
、
障
が
い

の
原
因
は
「
本
人
に
あ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
親
の
せ
い
な
の
か
」
と
い
う
問
い

は
、
当
時
の
因
果
応
報
説
に
も
と
づ
い
た

も
の
で
、
興
味
本
位
か
ら
出
た
も
の
で
あ

り
、
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
は
他
人
事
で
し

た
。
自
分
に
は
関
係
が
な
い
と
い
う
も
の

で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
は
因
果

応
報
を
否
定
し
た
上
で
、
そ
う
で
は
な
く

「
神
の
業
が
現
れ
る
た
め
」
で
あ
る
と
答

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
先
程
述
べ
た
糸
賀

の
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
す
る
、
私

た
ち
の
仕
事
を
意
味
し
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
私
た
ち
は

「
神
の
業
が
現
れ
る
」
業
に
参
与
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
「
久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療
療

育
セ
ン
タ
ー
」
を
支
援
す
る
重
症
児

者
と
共
に
生
き
る
「
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ

ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
源
流
は
、

１
９
６
９
年
に
生
ま
れ
た
「
バ
プ
テ

ス
ト
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
」
に
あ
り
ま

す
。「
バ
プ
テ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ー
」
と
い

う
名
称
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
時

に
は
「
久
山
療
育
園
」
は
ま
だ
存
在
し

て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
は
近
い
将
来
に

「
コ
ロ
ニ
ー
」（
障
が
い
児
者
施
設
）
を

建
設
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
熱
い
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
心
は
全
国

の
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
で
、
そ
の
祈
り
に

よ
っ
て
６
年
後
に
久
山
療
育
園
が
生
ま

れ
た
の
で
す
。
普
通
は
施
設
が
生
ま
れ

て
か
ら
後
援
組
織
が
で
き
る
の
で
す

が
、
本
体
よ
り
も
先
に
「
応
援
団
」
が

誕
生
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
団
体
の
性

格
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
開

園
し
て
か
ら
は
、
今
度
は
そ
の
成
長
を

見
守
り
、
運
動
体
と
し
て
支
援
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
ま
た
創
立
50
周
年
を
機

に
、
閉
鎖
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
「
コ

ロ
ニ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
代
え
て
、
重

症
児
者
と
共
に
生
き
る
「
ミ
ッ
ト
レ
ー

ベ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
名
称
を
変

更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
の
久
山
療
育
園
に
対
す
る
献
金
総
額

は
１
億
５
０
０
０
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

戦
後
、
日
本
の
障
害
児
者
教
育
を
切

り
拓
き
、
１
９
４
６
年
に
「
近
江
学

園
（
滋
賀
県
大
津
市
）」
を
開
設
し
た
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重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
制

度
の
歴
史
は
、
１
９
６
３
年
に
厚

生
省
次
官
通
達
に
よ
る
児
童
福
祉

法
一
部
改
正
（
重
症
児
療
育
開

始
）、
１
９
６
４
年
に
全
国
重
症
心

身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
結
成
、

１
９
６
６
年
厚
生
省
次
官
通
達
で

18
歳
以
上
の
重
症
児
も
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
１
９
６
６
年
に
国

立
療
養
所
に
重
症
児
病
棟
が
設
置

さ
れ
、
１
９
６
７
年
に
は
児
童
福
祉

法
一
部
改
正
に
よ
り
「
重
症
児
の

定
義
」
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
宅
の
重
症
児
（
者
）
施
策
で

は
、
１
９
８
９
年
に
「
緊
急
一
時

保
護
」（
後
に
「
短
期
入
所
」
と
名

称
変
更
）
制
度
が
発
足
し
、
私
的

事
由
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
在

宅
療
育
が
１
年
を
通
し
て
24
時
間

求
め
ら
れ
る
と
い
う
困
難
な
状
況

に
光
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
、

１
９
９
０
年
１
月
に
は
「
通
園
モ

デ
ル
事
業
」
が
全
国
５
ヶ
所
で
開

始
さ
れ
、
久
山
療
育
園
も
参
加
致
し

ま
し
た
。
現
在
、「
在
宅
支
援
の
三

本
柱
」
と
さ
れ
て
い
る
①
通
園
事

業
、
②
短
期
入
所
事
業
、
③
相
談
支

援
事
業
が
少
し
ず
つ
整
備
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
重
度
の

重
複
障
害
を
特
徴
と
す
る
重
症
心

身
障
害
児
（
者
）
の
死
亡
率
は
と

て
も
高
い
数
値
で
し
た
。

　

久
山
療
育
園
は
、
１
９
７
６
年

（
昭
和
51
年
）
９
月
に
50
床
で
開
設

さ
れ
ま
し
た
が
、
乳
幼
児
な
ど
児
童

中
心
で
、
呼
吸
障
害
や
て
ん
か
ん
発

作
の
重
積
で
生
命
保
持
が
危
ぶ
ま

れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
他

の
施
設
と
同
様
に
、
重
症
心
身
障
害

児
（
者
）
医
療
が
進
歩
し
、
療
育

や
介
護
も
洗
練
さ
れ
て
い
く
中
で

「
重
症
児
（
者
）
の
命
の
尊
厳
」
は

一
歩
ず
つ
向
上
し
て
い
っ
た
歴
史

は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現

状
　

中
国
武
漢
市
付
近
で
２
０
１
９

年
11
月
に
発
生
が
確
認
さ
れ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
C
O
V
I
D-

19
）」
は
、
世
界
中

に
蔓
延
し
、
２
０
２
３
年
の
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
等
の
統

計
で
は
、
感
染
者
数
累
計
（
世

界
）
が
６
億
７
６
５
７
万
１
４
９

名
、
死
亡
者
数
累
計
（
世
界
）
は

６
８
８
万
１
８
０
２
名
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
時
期
の
日
本

に
お
け
る
感
染
者
数
累
計
は

３
３
８
０
万
３
５
７
２
名
で
死
亡

者
数
累
計
は
７
７
万
４
６
９
４
名

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
４
月
７
日
に
「
緊
急
事
態
宣

言
」（
１
回
目
）
が
７
都
府
県
に
発

令
（
第
一
波
）
さ
れ
ま
し
た
。
以

降
、
２
０
２
４
年
１
月
19
日
に
「
第

10
波
」
と
見
ら
れ
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
J
N
1
の
増
加
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
０
２
３
年
５
月
８
日
に
新
型

コ
ロ
ナ
が
「
５
類
」
に
移
行
し
２

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
当
セ
ン

タ
ー
の
入
所
者
か
ら
は
死
亡
者
が

発
生
せ
ず
、
ま
た
大
き
な
集
団
発

生
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
在
宅
の
ご
家
族
か
ら
重
症
化

や
死
亡
を
告
げ
ら
れ
た
時
は
、
本

当
に
痛
恨
の
極
み
で
し
た
。
詳
細

は
省
き
ま
す
が
、
以
上
の
よ
う
に

こ
の
５
年
間
は
感
染
対
策
に
集
中

し
て
き
た
時
期
と
言
え
ま
す
。

行
政
施
策
の
動
向

　

近
年
の
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

に
関
連
す
る
行
政
施
策
と
歴
史
を

以
下
に
俯
瞰
し
て
み
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
４
月
に
「
こ
ど
も
家

庭
庁
」
が
発
足
し
て
２
年
が
経
過
：

主
旨
は
、
こ
ど
も
施
策
を
一
元
的

に
ま
と
め
た
「
こ
ど
も
大
綱
」
と

「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
が
、
令
和
５

年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
６
月
に
は
、
児
童
福
祉

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成

立
し
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６

年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬

改
定
で
は
、「
医
療
的
ケ
ア
児
」
や

重
症
心
身
障
害
児
を
は
じ
め
、
よ

り
専
門
的
支
援
の
充
実
を
図
り
、

児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
障
害
児
入
所
施
設
に

お
け
る
支
援
の
充
実
が
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
医
療
的
ケ
ア
児

の
成
人
期
へ
の
移
行
に
も
対
応
し

た
医
療
的
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
障
害
児
施
策
に
つ
い
て
：

①
全
て
の
こ
ど
も
・
家
庭
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
質
の
高
い
支
援
を
届

け
る
。
②
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
こ
ど
も
が
共
に
育
ち
・
暮
ら

す
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。
③
制

度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

（
人
材
面
・
財
政
面
）
と
い
う
視
点

か
ら
協
議
を
行
う
。

　

障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
入

所
支
援
：
特
に
医
療
型
障
害
児
入

所
施
設
に
於
い
て
。
①
発
達
支
援

機
能
：
医
療
的
ケ
ア
児
の
判
定
基

準
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
踏
ま

え
た
支
援
。
②
自
立
支
援
機
能
：

療
養
介
護
へ
の
移
行
を
行
う
際
の

評
価
や
協
議
。
地
域
移
行
に
向
け

た
更
な
る
支
援
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
に
つ
い
て
：

２
０
２
３
年
で
は
医
療
的
ケ
ア
児

は
、
２
万
３
８
２
名
に
増
加
し

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
（
都

道
府
県
）
の
設
置
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
７
年
全
国
重
症
心
身
障
害
施

設
協
議
会
か
ら

　

全
国
重
症
心
身
障
害
施
設
協
議

会
は
、
令
和
７
年
５
月
22
～
23
日

に
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
も
、
厚
生
労
働
省
障
害

福
祉
課
の
行
政
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
の
障
害
者
総
数

は
、
１
１
６
４
．
６
万
人
（
人
口

の
9
．
3
％
）
で
、
4
．
1
％
の

増
加
率
と
の
こ
と
で
し
た
。
特
に

知
的
障
害
の
方
は
１
２
６
．
８
万

人
と
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
新

生
児
医
療
の
発
達
や
難
病
を
克
服

し
て
も
、
重
度
重
複
の
障
が
い
を

背
負
っ
て
お
ら
れ
る
重
症
心
身
障

害
児
（
者
）
は
む
し
ろ
増
え
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
障
害
福
祉
の
報
酬
改
定
で
地

域
移
行
の
推
進
に
重
点
を
お
い
て

い
ま
す
が
、
重
症
心
身
障
害
施
設

は
多
く
の
施
設
が
在
宅
支
援
に
重

点
を
置
き
つ
つ
も
、
年
長
化
や
保

護
者
の
高
齢
化
か
ら
施
設
の
存
在

は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
依
然
と

し
て
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、「
重
症
心
身
障
害
児
者

と
共
に
」
あ
る
働
き
人
の
確
保
が

困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
は
全
国

で
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
協
議

の
重
点
で
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

テ
ー
マ
も
「
重
症
心
身
障
害
の
魅

力
を
現
場
か
ら
発
信
す
る
～
人
材

 「
重
症
児
（
者
）
の
現
状
と
施
策
の
動
向
」

理
事
長　

宮　

﨑　

信　

義

理念と展望
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確
保
の
取
組
み
か
ら
～
」
と
言
う

視
点
か
ら
協
議
と
情
報
提
供
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
重
症
児
者
医
療
福

祉
の
要
点
は
人
材
確
保
と
人
材
育

成
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。
誠
実
な
働
き
人
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

世
界
情
勢
と
の
関
連
か
ら

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
中
に
お
い
て
も
、
世
界
平
和

が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
２
月
に
始
ま
っ

た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

未
だ
終
戦
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
イ
ス
ラ
ム

組
織
「
ハ
マ
ス
」
の
イ
ス
ラ
エ
ル

侵
攻
・
ガ
ザ
地
区
の
紛
争
、
そ
し

て
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
侵
攻
に
よ
り
、

２
０
２
５
年
１
月
19
日
の
発
表
で

は
、
ガ
ザ
地
区
で
４
万
７
０
０
０

人
以
上
が
死
亡
し
、
更
に
１
万
人

以
上
が
瓦
礫
に
埋
ま
っ
て
い
る
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５

年
１
月
19
日
に
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
停
戦
（
６
週
間
）
が
合
意

さ
れ
ま
し
た
が
、
完
全
な
平
和
回

復
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
重
症
心
身

障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
」
の
憲

章
に
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
決

し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い
。
争
い

の
中
に 

弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は

な
い
」
と
い
う
言
葉
は
真
理
だ
と

思
い
ま
す
。

改
め
て
久
山
療
育
園
の
設
立
理
念

に
学
ぶ

　

①
「
設
立
の
目
的
」
か
ら
：「
重

症
心
身
障
害
児
に
愛
の
手
を
」
→

在
宅
及
び
入
所
重
症
児
者
の
ニ
ー

ズ
に
聴
く
診
療
計
画
と
実
践
。「
重

症
児
が
社
会
の
片
隅
に
収
容
さ
れ

て
生
き
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

地
域
の
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
る

こ
と
を
願
う
」
→
「
在
宅
支
援
セ

ン
タ
ー
」
へ
の
医
療
支
援
。「
久
山

療
育
園
は
単
な
る
収
容
施
設
で
は

な
く
、
新
し
い
福
祉
社
会
（
福
祉

共
同
体
）
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
」

→
「
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
働

き
か
ら
福
祉
共
同
体
の
実
現
、
地

域
医
療
連
携
へ
。
地
域
と
協
働
し

た
感
染
対
策
・
防
災
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
：
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
。

　

②
「
運
営
基
本
方
針
」
か
ら
：

「
久
山
療
育
園
は
キ
リ
ス
ト
の
福
音

を
土
台
と
し
て
運
営
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
→
重
症
児
（
者
）

と
共
に
生
き
る
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
諸
教
会
及
び
保

護
者
会
と
の
協
働
に
よ
っ
て
園
の

正
し
い
方
向
が
維
持
さ
れ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
時
及
び

感
染
終
息
後
を
見
据
え
て
。

　

③
「
療
育
基
本
方
針
」
か
ら
：

「
久
山
療
育
園
は
、
病
院
で
あ
り
学

校
で
あ
り
家
庭
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
対
象
者
を
技
術
論
的
に
で
は

な
く
、
全
人
的
に
と
ら
え
る
。
そ

の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
最
善
の
職

際
的
協
力
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
専
門
的
領
域
の
働
き
を

全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
→

「
久
山
療
育
園
の
療
育
」
の
再
確
認

と
医
療
マ
イ
ン
ド
に
基
づ
く
生
命

の
尊
厳
を
支
え
る
～
Q
O
L
（
生

活
の
質
・
生
命
の
質
・
人
生
の
質
）

重
視
。

お
わ
り
に

　

創
立
49
年
と
な
る
久
山
療
育
園

重
症
児
者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
の

創
立
理
念
と
展
望
を
振
り
返
り
ま

し
た
が
、
基
本
は
「
重
症
児
（
者
）

の
命
の
尊
厳
」
を
守
り
、「
生
活

の
豊
か
さ
（
療
育
活
動
や
交
わ
り

等
）
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
重
症
心
身

障
害
児
（
者
）
の
健
康
が
守
ら
れ

年
長
化
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
保

護
者
様
の
高
齢
化
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
地
域
の
温
か
い
支
援
を
熱
望

し
、
地
域
と
の
連
携
を
進
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

	　

５
月
30
日（
金
）「
第
５
回
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
」が
開
催

さ
れ
、次
期
評
議
員
と
し
て
以
下
11
名
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

評
議
員（
敬
称
略
）

林
晃
一
、坂
口
繁
和
、森
英
行
、才
藤
千
津
子
、水
野
英
尚
、相
模
裕

一
、石
橋
大
海
、平
川
宣
就
、種
俊
策
、間
村
史
子
、加
山
献

　

任
期
は
２
０
２
５
年
６
月
20
日
か
ら
、４
年
以
内
に
終
了
す
る

会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時

（
２
０
２
９
年
６
月
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

続
く
６
月
20
日（
金
）「
第
１
回（
定
時
）評
議
員
会
」が
開
催
さ

れ
、次
期
理
事
・
監
事
と
し
て
以
下
の
通
り
理
事
８
名
、監
事
３
名
の

方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
　
事（
敬
称
略
）

宮
﨑
信
義
、岩
永
知
秋
、踊
一
郎
、叶
義
文
、伊
原
幹
治
、渡
辺
浩
行
、

鍋
山
泰
三
、金
子
政
彦

監
　
事（
敬
称
略
）

樋
口
重
登
、柴
田
公
文
、堤　

秀
幸

　

任
期
は
２
０
２
５
年
６
月
20
日
か
ら
、２
年
以
内
に
終
了
す
る

会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時

（
２
０
２
７
年
６
月
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

理
事
長

６
月
21
日（
土
）第
２
回
理
事
会
が
実
施
さ
れ
、宮
﨑
信
義
理
事
長
が

選
任（
重
任
）さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
２
０
２
５
年
６
月
21
日
か
ら
、
２
年
以
内
に
終
了
す
る

会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
終
結
の

時
（
２
０
２
７
年
６
月
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

役

員

人

事

報

告
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■
「
久
山
町
」
が
医
学
界
で
有
名

な
理
由

　

久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療
療

育
セ
ン
タ
ー
に
私
が
勤
務
を
始
め

て
6
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

久
山
と
い
う
名
前
は
医
学
生
時
代

か
ら
授
業
に
よ
く
出
て
き
ま
し
た
。

医
学
者
の
み
な
ら
ず
医
学
生
の
間

で
も
有
名
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら

久
山
町
は
「
久
山
町
研
究
」
に
よ

っ
て
、
日
本
の
医
学
界
で
は
「
疫

学
」
研
究
と
し
て
有
名
だ
か
ら
で

す
。
近
年
、
似
た
よ
う
な
疫
学
、

あ
る
い
は
コ
ホ
ー
ト
研
究
は
い
く

つ
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
先

鞭
を
つ
け
た
の
が
久
山
町
研
究
な

の
で
す
。
九
州
大
学
の
久
山
町
研

究
施
設
は
、
久
山
療
育
園
か
ら
歩

い
て
10
分
足
ら
ず
、
高
橋
池
の
向

こ
う
側
の
Ｃ
＆
Ｃ
セ
ン
タ
ー
の
中

に
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
疫
学
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
疫
学
と
は
、「
集
団
に
お

け
る
健
康
と
疾
病
の
状
態
の
分
布
、

パ
タ
ー
ン
、
決
定
因
子
の
研
究

と
分
析
を
す
る
学
問
」
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
コ
ホ
ー

ト
研
究
と
は
縦
断
研
究
と
呼
ば
れ
、

時
間
的
な
経
過
を
追
う
研
究
の
こ

と
で
す
。
あ
る
一
時
点
で
の
横
断

研
究
で
は
な
く
、
あ
る
地
域
に
絞

っ
て
ど
の
よ
う
な
病
気
が
、
毎
年

毎
年
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く

の
か
を
調
べ
て
い
く
の
で
す
。

■
久
山
町
研
究
と
は
？

　

九
州
大
学
第
２
内
科
（
現
在
、
九

州
大
学
大
学
院
病
態
機
能
内
科
学
）

教
室
は
、
１
９
６
１
年
か
ら
こ
の

久
山
町
の
住
民
を
対
象
に
脳
卒
中
、

心
血
管
疾
患
な
ど
の
疫
学
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
１
９
６
０
年
当

時
、
日
本
の
死
亡
統
計
で
は
脳
卒

中
が
わ
が
国
の
死
因
の
第
１
位
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
脳
出

血
（
脳
の
血
管
が
破
れ
て
出
血
す

る
病
気
）
に
よ
る
死
亡
率
が
高
く
、

脳
梗
塞
（
脳
の
血
管
に
血
栓
、
す

な
わ
ち
小
さ
な
血
の
か
た
ま
り
が

詰
ま
る
病
気
）
の
12
．
４
倍
も
あ

り
、
欧
米
と
比
較
し
て
非
常
に
高

か
っ
た
の
で
す
。
欧
米
の
研
究
者

た
ち
か
ら
「
本
当
な
の
？
」
と
首

を
か
し
げ
て
見
ら
れ
た
そ
う
で
す

が
、
こ
れ
を
確
か
め
る
に
も
科
学

的
な
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
日
本
人
の
脳
卒
中
の

実
態
を
解
明
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

の
が
久
山
町
研
究
だ
っ
た
の
で
す

（
久
山
町
研
究
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
）。

　

な
ぜ
久
山
町
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
久
山
町
に
住
む
人
が
全

国
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
・
職
業

分
布
を
持
っ
て
お
り
、
偏
り
の
ほ

と
ん
ど
な
い
平
均
的
な
日
本
人

集
団
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
久
山
町
の
疫
学
を
分
析
す
れ

ば
、
平
均
的
な
日
本
人
の
疾
病
構

造
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
わ
け
で
す
。
ま
た
、
人
口
は

近
年
約
９
０
０
０
人
で
、
時
代
が

変
わ
っ
て
も
年
齢
分
布
は
日
本
全

国
と
大
差
が
な
い
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
２
０
１
９

年
か
ら
「
久
山
町
国
民
健
康
保
険

事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
」

の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
会
議
の
中
で
デ
ー
タ
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
の
久

山
町
人
口
は
９
３
１
２
人
、
平
均

寿
命
は
男
性
80
．
７
歳
、
女
性
87
．

２
歳
で
し
た
。

■
久
山
町
研
究
の
成
果

　

１
９
６
１
年
か
ら
追
跡
を
開
始

し
た
第
１
集
団
で
は
剖
検
率
80
％

で
、
脳
出
血
に
よ
る
死
亡
率
は
脳

梗
塞
の
わ
ず
か
1
．
1
倍
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

そ
れ
ま
で
の
死
亡
診
断
書
に
基
づ

く
死
亡
統
計
は
正
し
く
な
か
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
精
度
の
高
い
追
跡
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
追
跡

率
は
約
99
％
で
、
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
人
は
数
名
だ
そ
う
で

「
健
康
づ
く
り
と
そ
の
取
組
み
」

セ
ン
タ
ー
長
／
理
事　

岩　

永　

知　

秋

人のからだと病気
第 24 回

す
。
40
歳
以
上
の
全
住
民
を
対
象

と
し
た
前
向
き
の
追
跡
（
こ
れ
を

コ
ホ
ー
ト
と
呼
び
ま
す
）
研
究
で

あ
り
、
生
活
習
慣
の
移
り
変
わ
り

の
影
響
や
、
危
険
因
子
の
変
遷
も

推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
衛
生
・
公
衆
衛
生
学

や
病
態
機
能
内
科
学
の
教
室
の
ほ

か
に
多
く
の
教
室
か
ら
若
い
研
究

者
が
参
加
し
、
研
究
テ
ー
マ
を
生

活
習
慣
病
全
体
に
広
げ
て
い
ま
す
。

２
０
０
２
年
に
は
遺
伝
子
解
析
を

加
え
、
生
活
習
慣
病
の
ゲ
ノ
ム
疫

学
を
わ
が
国
で
初
め
て
開
始
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
こ
の
研
究
で
分
か
っ

た
こ
と
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
糖
尿
病
患
者
は
が
ん
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
血
管
性
認

知
症
の
リ
ス
ク
が
約
２
倍
と
な
る
。

・
糖
尿
病
の
境
界
型
（
糖
尿
病
の

入
り
口
程
度
）
で
も
肥
満
、
高
血

圧
、
脂
質
異
常
が
加
わ
っ
た
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
は
、

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
が

５
倍
以
上
に
な
る
。

・
早
食
い
す
る
人
は
、
肥
満
に
な

る
リ
ス
ク
が
高
い
。

・
自
分
の
歯
が
少
な
い
と
認
知
症

の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
。

・
喫
煙
は
胃
が
ん
の
危
険
因
子
。

・
禁
煙
す
る
と
、
特
に
心
疾
患
や

脳
卒
中
の
死
亡
リ
ス
ク
は
す
ぐ
に

減
る
。

　

ま
だ
ま
だ
多
く
の
研
究
成
果
が

あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
久
山
町

研
究
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ち
な
み
に
、
私
の
出
身

教
室
（
九
州
大
学
呼
吸
器
内
科
）

か
ら
も
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
）
に
関
す
る
研
究
が
、

歴
代
の
肺
生
理
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ

て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
「
健
康
日
本
21
」
を
ご
存
じ
で
す

か
？

　

健
康
増
進
と
は
１
９
４
６
年
に

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
提

唱
し
た
「
健
康
と
は
単
に
病
気
で

な
い
、
虚
弱
で
な
い
と
い
う
の
み

な
ら
ず
、
身
体
的
、
精
神
的
そ
し

て
社
会
的
に
完
全
に
良
好
な
状

態
」
と
い
う
定
義
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
我
が
国
で
は
こ
れ
を
踏

ま
え
て
、
１
９
７
８
年
か
ら
「
国

民
健
康
づ
く
り
運
動
」
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
化
や
生
活

習
慣
の
変
化
に
伴
い
、
わ
が
国
で

も
こ
の
50
年
く
ら
い
の
間
に
疾
病

構
造
が
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
近

年
、
医
学
・
医
療
の
進
歩
に
よ
り

平
均
寿
命
が
延
び
る
一
方
で
、
健

康
寿
命
（
介
護
を
受
け
る
こ
と
な

く
自
立
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
）
が
問
題
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
生
き
が
い
を
持
っ
て
、

楽
し
く
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
重

要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
流
れ
の
中

で
２
０
０
０
年
の
第
３
次
国
民
健

康
づ
く
り
運
動
は
「
健
康
日
本
21
」

と
命
名
さ
れ
、
２
０
１
２
年
に
続

い
て
２
０
２
３
年
に
は
こ
の
健
康
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日
本
21
「
第
３
次
」
が
発
表
さ
れ

る
に
至
り
ま
し
た
。

■
「
健
康
日
本
21
」
の
歴
史

　

我
が
国
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の

流
れ
は
次
の
通
り
で
す
。

１
９
７
８
年
（
昭
和
53
年
）
～
：

　

第
1
次
国
民
健
康
づ
く
り

　

健
康
診
査
の
充
実
、
市
町
村
保

　

健
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
、
保
健

　

師
な
ど
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

１
９
８
８
年
（
昭
和
63
年
）
～
：

　

第
２
次
国
民
健
康
づ
く
り
（
ア

　

ク
テ
ィ
ブ
80
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
）

　

運
動
習
慣
の
普
及
に
重
点
を
置

　

い
た
対
策
（
運
動
指
針
の
策
定
、

　

健
康
増
進
施
設
の
推
進
な
ど
）

２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）
～
：

　

第
３
次
国
民
健
康
づ
く
り
（
健

　

康
日
本
21　

第
１
次
）

　

一
次
予
防
の
重
視
、
具
体
的
な

　

目
標
設
定
と
そ
の
評
価

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
～
：

　

健
康
日
本
21　

第
２
次

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
～
：

　

健
康
日
本
21　

第
３
次

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
２
０
１
５

年
に
は
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お

い
て
「
持
続
可
能
な
達
成
目
標

（
S
D
G
s
）
が
国
際
目
標
と
し
て

採
択
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
す
べ
て

の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
が
目
標

の
一
つ
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
的
に
も
健
康
づ
く
り
の
重
要

性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。

■
「
健
康
日
本
21　

第
３
次
」

　

そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果

と
し
て
、
わ
が
国
の
健
康
寿
命
は

２
０
１
０
年
の
男
性
70
．
42
歳
、

女
性
73
．
62
歳
か
ら
、
２
０
１
９

年
に
は
男
性
72
．
68
歳
、
女
性

75
．
38
歳
へ
と
延
伸
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
の
「
健
康
寿
命
延
伸

プ
ラ
ン
」
で
は
、「
自
然
に
健
康
に

な
れ
る
環
境
づ
く
り
（
健
康
な
食

事
や
運
動
が
で
き
る
環
境
、
居
場

所
づ
く
り
や
社
会
参
加
）
や
「
行

動
変
容
を
促
す
仕
掛
け
（
行
動
経

済
学
の
仕
組
み
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
）」
な
ど
新
た
な
手
法
も
活
用
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
を
機
に
、「
健
康
格

差
」
が
拡
大
し
て
い
る
と
の
指
摘

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
２
０
２
３
年
に
健
康

日
本
21
の
第
３
次
の
改
定
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
「
健
康
日
本

21　

第
３
次
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
譲
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
関
心

が
あ
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
多
く
の

人
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
主

な
も
の
を
少
し
拾
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

栄
養
と
食
生
活

・
適
正
体
重
（
B
M
I 

18
．
５

以
上
25
未
満
、
た
だ
し
65
歳
以

上
は
B
M
I 

20
を
超
え
25
未

満
）
を
維
持
し
て
い
る
人
を
増
や

す
：
２
０
１
９
年
度
60
．
３
％
を

２
０
３
２
年
度
に
66
％
に
。

・
野
菜
摂
取
量
の
増
加
：
２
０
１
９

年
度
２
８
１
グ
ラ
ム
を
２
０
３
２

年
度
３
５
０
グ
ラ
ム
に
。

・
果
物
摂
取
量
の
改
善
：
２
０
１
９

年
度
99
グ
ラ
ム
を
２
０
３
２
年
度

２
０
０
グ
ラ
ム
に
。

・
食
塩
摂
取
量
の
減
少
：
２
０
１
９

年
度
10
．
1
グ
ラ
ム
を
２
０
３
２

年
度
７
グ
ラ
ム
に
。

身
体
活
動
・
運
動

・
日
常
生
活
に
お
け
る
歩
数
の
増

加
：
２
０
１
９
年
度
６
２
７
８
歩

を
２
０
３
２
年
度
７
１
０
０
歩

に
。
た
だ
し
、
20
～
64
歳
は
男
性

８
０
０
０
歩
、
女
性
６
０
０
０

歩
に
。
65
歳
以
上
は
男
女
と
も

６
０
０
０
歩
に
。

・
運
動
習
慣
者
の
増
加
：
２
０
１
９

年
度
28
．
７
％
を
２
０
３
２
年
度

40
％
に
。
た
だ
し
、
20
～
64
歳
は

男
女
と
も
30
％
、
65
歳
以
上
は
男

女
と
も
50
％
に
。

睡
眠

・
睡
眠
で
休
養
が
と
れ
て
い
る
者
の

増
加
：
２
０
１
９
年
度
78
．
３
％

を
２
０
３
２
年
度
80
％
に
。
た
だ

し
、
20
～
59
歳
は
75
％
、
60
歳
以

上
は
90
％
に
。

・
睡
眠
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き
て

い
る
者
の
増
加
：
２
０
１
９
年
度

54
．
５
％
を
２
０
３
２
年
度
60
％
に
。

喫
煙

・
喫
煙
率
の
減
少
：
２
０
１
９
年
度

16
．
７
％
を
２
０
３
２
年
度
12
％
に
。

歯
・
口
腔
の
健
康

・
歯
周
病
を
有
す
る
者
の
減
少
：

２
０
１
９
年
度
57
．
２
％
を

２
０
３
２
年
度
40
％
に
。

・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
者
の
増
加
：
２
０
１
９
年
度
71
．

０
％
を
２
０
３
２
年
度
80
％
に
。

社
会
と
の
つ
な
が
り

・
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
が
強

い
と
思
う
者
の
増
加

・
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
の
増

加高
齢
者

・
低
栄
養
傾
向
の
高
齢
者
の
減
少

・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

減
少

・
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
高
齢
者

の
増
加

■
お
わ
り
に

　

日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
先
進
諸

国
の
中
で
も
そ
の
傾
向
が
際
立
っ

て
い
ま
す
。「
人
生
百
年
時
代
」
と

い
う
用
語
も
当
た
り
前
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１
０
０

歳
以
上
の
人
を
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
、

日
本
語
で
は
百
寿
者
と
呼
び
ま
す
。

１
１
０
歳
以
上
の
人
は
ス
ー
パ
ー

セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
と
呼
ば
れ
、
セ

ン
テ
ナ
リ
ア
ン
の
１
０
０
０
人
に

１
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
私
の
若
い

頃
に
は
き
ん
さ
ん
、
ぎ
ん
さ
ん
と

い
う
、
と
て
も
元
気
な
双
子
の
姉

妹
（
成
田
き
ん
と
蟹
江
ぎ
ん
）
が

お
ら
れ
、「
き
ん
も
百
歳
、
ぎ
ん
も

百
歳
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
り
ま

し
た
。
我
が
国
に
は
昨
年
時
点
で

９
５
，
１
１
９
人
の
百
寿
者
が
お

ら
れ
、
前
年
か
ら
２
，
９
８
０
人

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
女

性
が
８
３
，
９
５
８
人
と
全
体
の

約
88
％
を
占
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
単
に
生
物
学
的
な
寿
命

の
延
伸
だ
け
で
な
く
、
健
康
寿
命

が
延
び
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
学

問
的
に
は
1
1
7
歳
が
人
間
の
寿

命
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
ど

れ
く
ら
い
ま
で
平
均
寿
命
、
そ
し

て
健
康
寿
命
は
延
び
る
の
で
し
ょ

う
か
。

■
お
知
ら
せ

　

最
後
に
少
し
宣
伝
で
す
。
来
た

る
９
月
27
日
（
土
）
14
時
か
ら
16

時
に
、「
第
16
回
県
民
公
開
医
療

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
ア
ク
ロ
ス
福

岡
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
（
１
９
８
名
定
員
）。

主
催
は
公
益
社
団
法
人
福
岡
県
病

院
協
会
で
、
私
は
こ
の
組
織
の
総

務
理
事
を
務
め
て
お
り
、
今
回
の

企
画
を
担
当
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
|
あ
な
た
の
体
力
、
睡
眠
、

そ
し
て
肺
炎
の
予
防
は
？
|
」
と

し
、
３
人
の
専
門
家
の
先
生
に
講

演
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
面
白

く
て
き
っ
と
役
に
立
つ
内
容
で
お

話
し
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
時

間
に
ご
都
合
が
つ
く
方
は
ど
う
ぞ

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
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 2024年度　決算概要
　2024年度は報酬改定年度であり診療報酬で＋0.88％、障害福祉で＋1.12％の改定が実施され増収に繋がった。更なる増収
対策として、リハビリの増員を行い報酬単価の高い脳リハⅠへの変更を行った。給付金として福岡県物価高騰給付金・福祉介護
職員処遇改善臨時特別交付金・勤務環境改善促進費給付金を受け取ることができた。また公益財団法人ＪＫＡ（競輪とオート
レースの補助事業）の助成金の申請が受理され、ひかり棟の特殊浴槽を整備した。経常経費寄附金収入として、遺言状による大
口献金が発生したため50周年記念計画積立金を新設して積立を実施した。
　人件費については、前年度より人員数は改善しているが定員まで充足しておらず現場の負担が大きい状況は継続している。
年度末に給付金に連動した臨時賞与の支給を行った。
　事業費については、給食材料費、医薬品費、水道光熱費、消耗器具備品費などが前年度と比較して増加している。
　事務費については、修繕費として中長期計画積立金を利用したＬＥＤ工事と火災通報装置改修を計上しているため増加して
いる。
　また障害者相談支援事業・自立支援協議会事務局において5年分の消費税を遡って納付を行ったので租税公課が増加した。
　資金収支計算書において、補正予算対比で収入については100.9％、支出については99.9％の執行率であった。
最終の資金収支差額は、基本財産減価償却積立金61,604千円、中長期計画積立金に24,824千円、50周年記念計画251,996
千円を積立てを行い、当期資金収支差額が10,474千円となった。
　事業活動計算書については、前年対比で収入122.9％、支出については109.5％となり、最終の当期活動増減差額が208,651
千円となった。

4,105,000
591,651,000
875,684,000
272,977,000
2,309,000
5,225,000

1,751,951,000
1,068,092,000
189,274,000
178,377,000
1,435,743,000
316,208,000
2,847,000

0
2,847,000
16,350,000
16,350,000

△ 13,503,000
0

35,760,000
0

35,760,000
0

338,465,000
0

338,465,000
△ 302,705,000

0
0

479,652,000
479,652,000

児童福祉事業収入
障害福祉サービス等事業収入
医療事業収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
 事業活動収入計 (1)
人件費支出
事業費支出
事務費支出
 事業活動支出計 (2)

勘定科目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (B)-(A)

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2)

収入事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

支出

収入

支出

収入

支出

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5)

施設整備等補助金収入
固定資産売却収入

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8)
予備費支出 (10)
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高 (12)
当期末支払資金残高 (11)+(12)

 施設整備等収入計 (4)
固定資産取得支出
 施設整備等支出計 (5)

長期貸付金回収収入
積立資産取崩収入
その他の活動による収入
 その他の活動収入計 (7)
長期貸付金支出
積立資産支出
その他の活動による支出
 その他の活動支出計 (8)

4,316,079
600,830,954
880,938,587
273,234,944
2,319,396
5,358,055

1,766,998,015
1,073,871,014
185,413,785
174,389,747
1,433,674,546
333,323,469
2,847,000
9,200

2,856,200
16,324,664
16,324,664

△ 13,468,464
0

35,759,900
69,300

35,829,200
0

338,425,651
6,784,495

345,210,146
△ 309,380,946

0
10,474,059

479,651,934
490,125,993

211,079
9,179,954
5,254,587
257,944
10,396
133,055

15,047,015
5,779,014

△ 3,860,215
△ 3,987,253
△ 2,068,454
17,115,469

0
9,200
9,200

△ 25,336
△ 25,336
34,536

0
△ 100
69,300
69,200

0
△ 39,349
6,784,495
6,745,146

△ 6,675,946
0

10,474,059

△ 66
10,473,993

2025年5月30日第1回理事会承認
2025年6月20日第1回評議員会承認

（単位：円）

資金収支計算書
(自)　2024 年 4月 1日　(至)　2025 年 3月31日
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福
岡
県
重
症
心
身
障
害
施
設
協

議
会
は
、
福
岡
県
の
重
症
心
身
障
害

児
者
施
設
、
13
施
設
（
国
立
病
院

機
構
３
病
院
、
公
法
人
立
施
設
10
施

設
）
お
よ
び
福
岡
県
福
祉
労
働
部

障
が
い
福
祉
課
の
参
加
を
得
て
、
定

期
的
に
年
２
回
意
見
・
情
報
交
換
な

ど
を
行
う
貴
重
な
機
会
で
す
。
今

回
第
58
回
は
２
０
２
５
年
６
月
12
日

（
木
）
久
山
療
育
園
に
て
、
午
後
２

時
か
ら
２
時
間
ほ
ど
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
施
設
は
13
施
設
、
福
岡
県
福

祉
労
働
部
障
が
い
福
祉
課
か
ら
も
１

名
（
森
川
主
任
主
事
）
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
は
い
つ
も

の
よ
う
に
、
国
立
病
院
機
構
福
岡
病

院
吉
田
誠
院
長
と
久
山
療
育
園
の

岩
永
知
秋
が
務
め
ま
し
た
。

第
58
回

　

福
岡
県
重
症
心
身
障
害
施
設
協
議
会 

報
告

  

セ
ン
タ
ー
長 

／
理
事　

 

岩
永　

知
秋

　

協
議
会
で
は
当
園
宮
﨑
理
事
長
か

ら
、
５
月
22
、
23
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
長
崎
市
で
行
わ
れ
た
全
国
重

症
心
身
障
害
施
設
協
議
会
の
内
容
と
、

併
せ
て
行
わ
れ
た
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
人
材
不

足
（
特
に
介
護
人
材
）
と
そ
の
確
保

対
策
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
人
員
不
足

が
全
国
的
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ

と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
次
い
で
福

岡
県
障
が
い
福
祉
課
か
ら
医
療
的
ケ

ア
児
支
援
施
策
、
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
・
利
用
促
進
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
立
病
院
機
構
の
３
病

院
と
公
法
人
立
の
10
施
設
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
近
況
に
つ
い
て
の
報
告
が

続
き
ま
し
た
。
C
O
V
I
D-

19
が

感
染
症
法
上
の
取
り
扱
い
が
５
類
に

な
っ
て
２
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
短

期
入
所
の
現
況
と
入
所
時
の
感
染

チ
ェ
ッ
ク
、
面
会
、
外
出
、
外
泊
、

実
習
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ

な
ど
、
多
く
の
施
設
で
ほ
と
ん
ど
元

に
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
大
部
分
の
施
設
で
は
短
期

入
所
の
際
の
感
染
チ
ェ
ッ
ク
を
中
止

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
当
施

設
で
も
短
期
入
所
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
再
検
討
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
材
確
保
に
関
し
て
外
国
人

の
介
護
な
ど
へ
の
雇
用
が
次
第
に
進
ん
で
い
る
状
況
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
の
た
め
業

務
を
一
時
的
に
縮
小
し
て
い
る
施
設
も
あ
り
、
人
材
不
足
が

深
刻
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
前
回
同
様
障
害
者
虐
待
防

止
に
関
し
て
も
、
今
後
の
発
生
を
全
力
で
防
ぐ
よ
う
、
参
加

者
全
員
で
認
識
の
共
有
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
重
症
心
身

障
害
福
祉
協
会
認
定
専
門
看
護
師
制
度
の
現
況
に
つ
い
て
、

当
セ
ン
タ
ー
藤
島
看
護
部
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
会
終
了
後
に
、
全
国
重
症
心
身
障
害
日
中
活
動
支

援
協
議
会
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
、
来
年
度

（
２
０
２
６
年
11
月
頃
開
催
予
定
）
福
岡
県
の
当
番
と
な
る

こ
と
か
ら
、
担
当
施
設
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。
北
九
州
市
立
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
、
や
ま
び
こ
学
園
、

柳
川
療
育
セ
ン
タ
ー
、
生
活
介
護
事
業
所
ひ
な
た
家
、
久
山

療
育
園
の
５
施
設
の
中
か
ら
、
柳
川
療
育
セ
ン
タ
ー
に
担
当

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
今
年
12
月
11
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
、
国
立
病

院
機
構
福
岡
病
院
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
年
も

「
今
年
も

　
届
き
ま
し
た
。」

　
届
き
ま
し
た
。」

　

今
年
も
ロ
ジ
テ
ム
九
州
さ
ん
よ
り
献
品
し

て
頂
き
ま
し
た
。
市
中
の
感
染
状
況
も
落
ち

着
き
を
見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
６
月
13
日

（
金
）
に
地
域
交
流
ホ
ー
ル
に
て
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ロ
ジ
テ
ム
九
州
の

職
員
の
方
々
に
ご
来
園
い
た
だ
き
、
代
表
の

利
用
者
さ
ん
へ
品
物
を
手
渡
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

今
回
、
献
品
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
式
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
と
言
っ
て
、

吸
入
薬
を
霧
状
に
し
て
直
接
気
管
支
に
届
け

る
吸
入
器
で
す
。
従
来
、
使
用
し
て
い
た
物
は
、

作
動
音
が
大
き
く
、
重
た
い
器
械
で
し
た
が
、

献
品
し
て
い
た
だ
い
た
４
台
は
音
も
静
か
で

軽
く
、
利
用
者
さ
ん
の
治
療
に
今
ま
で
以
上

に
活
躍
す
る
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ロ
ジ
テ
ム
九
州
さ
ん
の
理
念
に
『
幸
運
を

送
る
』
と
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
幸
運
を
献

品
と
い
う
形
で
送
っ
て
も
ら
い
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
看
護
部
長　

藤
島
信
也
）
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今
回
の
喫
茶
テ
ー
マ
は
『
梅
雨
』
を
モ

チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
傘
を
さ

し
て
記
念
撮
影
。

　

素
敵
な
笑
顔
が
撮
れ
ま
し
た
ね
。
美
味

し
そ
う
な
お
菓
子
、
カ
ス
テ
ラ
や
テ
リ
ー

ヌ
を
自
分
で
選
ん
で
食
べ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
お
や
つ
を
食
べ
て
笑
顔
も
見
ら

れ
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ

て
い
ま
し
た
ね
。

　

次
回
は
８
月
の
予
定
で
す
。
お
楽
し
み

に
。

（
ひ
か
り
棟　

介
護
福
祉
士　

冨
田
裕
規
）

　

今
日
は
年
に
一
度
の
イ
ー
ス
タ
ー
。

み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
で
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
大
事
に
持
っ
て
い
る
卵

の
中
に
は
新
人
ス
タ
ッ
フ
の
名
前
を

隠
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
偽
物
の
名

前
も
・
・
・
。
見
つ
か
ら
な
い
か
ド
キ

ド
キ
で
す
ね
！

（
め
ぐ
み
棟　

保
育
士　

原
田
太
一
）

 病棟イベント 病棟イベント

「
お
楽
し
み
の
喫
茶
活
動
」

「
ハ
ッ
ピ
ー
イ
ー
ス
タ
ー
」

どっちも美味しそうだな

カステラ
頂きました

どれにしようかな？

楽しみにしていたおやつゲット

これで雨が降っても大丈夫だね

傘きれいだな

お目当ての
カステラゲット！！

おやつ早く食べたいなぁ

仲良しスタッフと笑顔でカチャ

2025 年 7月 20日 第 220 号（8）愛　の　手　を



めぐみ棟よりめぐみ棟より
　

今
年
の
め
ぐ
み
棟
は
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
に
挑
戦
中
！
み
ん
な
で
土
を
選
び

ス
コ
ッ
プ
で
ま
ぜ
、
し
っ
か
り
肥
料

を
入
れ
て
準
備
完
了
。
念
願
の
お
花

の
寄
せ
植
え
と
、
イ
チ
ゴ
の
苗
を
18

本
植
え
ま
し
た
。

　

５
月
の
中
頃
に
は
た
く
さ
ん
の
イ

チ
ゴ
が
取
れ
甘
～
い
香
り
を
み
ん

な
で
満
喫
。
６
月
か
ら
は
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
と
向
日
葵
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
！

（
め
ぐ
み
棟　

保
育
士　

原
田
太
一
）

「
今
年
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
挑
戦
!!
」

　

５
月
は
鯉
の
ぼ
り
を
ひ
か
り
棟
の
入
り
口
に
貼
り
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
鯉
の
ぼ
り
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い
で
ま
す
。
模
様
も
き
れ
い
で
す
よ
ね
!!

み
ん
な
で
き
れ
い
に
貼
れ
て
る
か
な
？
ひ
か
り
棟
の
入
り
口
が
鯉
の
ぼ
り
で
い
っ
ぱ
い
で
す
よ
。

（
ひ
か
り
棟　

介
護
福
祉
士　

冨
田
裕
規
）

「
み
ん
な
で
鯉
の
ぼ
り
を
貼
ろ
う
！
」

ひかり棟よりひかり棟より

どの鯉のぼりも綺麗だね 鯉のぼりと記念撮影みんな　見に来てね

みんなで
貼ったよ

イチゴ get ！

沢山とれたよ

おいしそう！
イチゴ姫

イチゴの苗とお花

僕が貼ったんだぞねー見て見て私が作った鯉のぼりは
どれでしょう？

きれいに
貼れたでしょ
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木
曜
日
ク
ラ
ス
の
競
技
は
、
ス
カ
ー
フ
引
っ
ぱ
り

ゲ
ー
ム
と
車
椅
子
ダ
ン
ス
で
し
た
。
手
を
伸
ば
し
て

ス
カ
ー
フ
を
引
っ
張
り
、
次
に
ス
タ
ー
ト
す
る
友
達

の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
タ
ッ
チ
！
３
人
と
も
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
姿
が
と
て
も
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
「
手
を
つ
な
ご
う
」
の
曲
で
車
椅
子
ダ

ン
ス
♪
自
分
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

友
達
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
も
手
を
つ
な
ぐ
の

が
嬉
し
か
っ
た
り
恥
ず
か
し
か
っ
た
り
す
る
姿
も
あ

り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぐ
と
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
運
動
会
は
出
来
る
事
が
も
っ
と
増
え
て

い
る
だ
ろ
う
な
ぁ
と
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
通
所　

保
育
士　

寺
田
智
加
子
）

通所で頑張っています通所で頑張っています
　

今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
運
動
会
!!

今
回
は『
み
ん
な
で
協
力
し
て
楽
し
も

う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
箱
に
刺
し
て
あ

る
棒
を
引
っ
張
っ
て
抜
く
競
技（
マ
ジ

ッ
ク
ハ
ン
ド
）、
み
ん
な
で
手
を
つ
な

い
で
踊
る
車
椅
子
ダ
ン
ス（
手
を
つ
な

ご
う
）を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
手
や
足
を
使
っ
て
棒
を

引
き
抜
く
真
剣
な
姿
や
、
仲
間
を
応

援
す
る
多
く
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し

た
！
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
た
後
は
、
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
手

を
つ
な
い
だ
車
椅
子
ダ
ン
ス
！
お
互

い
の
顔
を
見
な
が
ら
の
ダ
ン
ス
に
思

わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
運
動
会
に
な

り
ま
し
た
！

（
通
所　

保
育
士　

桑
原
リ
サ
）

「
通
所
運
動
会
活
動
」

　

通
所
「
宇
宙
」
は
、６
月
３
日
（
火
）

と
６
月
５
日
（
木
）
に
ミ
ニ
運
動
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

火
曜
日
ク
ラ
ス
の
お
子
さ
ん
は
１

歳
で
、
初
め
て
の
運
動
会
。
保
育
士

と
一
緒
に
大
玉
転
が
し
と
マ
ジ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
大
玉
転

が
し
は
足
で
キ
ッ
ク
し
な
が
ら
転
が
し
、

マ
ジ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
手
を
動
か
し

な
が
ら
棒
を
抜
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

す
ご
い
ね
～
！
と
た
く
さ
ん
褒
め
ら
れ

ま
し
た
。

児
童

発
達

宇

宙

そら

「
宇そ
ら宙
ミ
ニ
運
動
会
」

しっかり握って！
それ！

＊おもわずにっこり＊

慎重に・・・

てをつなごう♪ 力を入れてよいしょ！

ひっぱれ
ひっぱれ！

木曜日の
選手集合

スカーフとったよ！

ぎゅっと握って 上手にキック

パパと一緒に療育の様子をご紹介します。QRコードよりぜひご覧ください

児童発達支援事業『宇宙』 インスタグラム児童発達支援事業『宇宙』 インスタグラム

2025 年 7月 20日 第 220 号（10）愛　の　手　を



『１０周年開設祭』を開催しました。『１０周年開設祭』を開催しました。

に
」
を
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
・
先

生
方
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
写
真
ス
ラ
イ
ド
を
全
員
で
鑑
賞
し
ま

し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
懐
か
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
顔
を
し
っ
か

り
観
な
が
ら
目
が
ウ
ル
ウ
ル
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

し
た
。開
設
祭
が
終
了
し
た
時
に
は
、皆
さ
ん
「
や
り
き
っ
た
」

と
い
う
様
子
で
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
開
設
祭
に
実
行
委
員
と
し
て

参
加
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は
な
か
な
か
見
ら
れ

な
い
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
表
情
や
姿
を
近
く
で
見
る
こ
と
が

で
き
、
す
ご
く
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
重
症
者
ホ
ー
ム　

介
護
福
祉
士　

大
塚
菜
奈
）

　

７
月
１
日
に
重
症
者
ホ
ー
ム
ひ
さ

や
ま
の
開
設
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
『
＋
α
（
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
）』
で
す
。

　

当
日
の
朝
を
迎
え
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
、
緊
張
さ
れ
て
い
る
様
子
も
あ

り
な
が
ら
、
楽
し
さ
も
あ
り
ウ
キ
ウ

キ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

朝
の
準
備
も
終
わ
り
、
い
ざ
本
番
。

ま
ず
は
、
10
周
年
を
想
う
ス
ラ
イ
ド

を
鑑
賞
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
そ
の

間
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
準
備
で
す
。

自
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
時
間
が

近
づ
い
て
く
る
と
や
る
気
ス
イ
ッ
チ

が
入
り
、
い
い
表
情
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
内
容
は
、

歩
行
器
や
介
助
歩
行
・
立
位
台
・
車

い
す
自
走
な
ど
で
、
日
々
の
リ
ハ
ビ

リ
で
練
習
し
て
い
る
成
果
を
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
発
表
し
ま

し
た
。
飴
玉
を
来
賓
の
方
に
配
っ
た

り
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
お
世
話
に

な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
見
つ
け
た
ら
指

を
さ
し
た
り
、
そ
の
方
の
と
こ
ろ
へ

向
か
っ
て
い
く
な
ど
、
フ
ァ
ン
サ
ー

ビ
ス
も
た
く
さ
ん
見
せ
、
見
て
い
る

皆
さ
ん
も
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ
も
以
上

の
力
を
発
揮
し
、
頑
張
っ
て
く
れ
た

お
か
げ
で
『
感
動
し
ま
し
た
』
と
い

う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
こ
れ
か
ら
に
向
け
た
思
い
を

宣
誓
し
て
、
見
に
来
て
い
た
だ
い
た

方
々
と
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　

歌
は
利
用
者
さ
ん
が
リ
ク
エ
ス

ト
し
て
く
れ
た
「
手
の
ひ
ら
を
太
陽

　

今
回
の
開
設
祭
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
十
年
を
振
り
返
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の

中
で
生
ま
れ
た
テ
ー
マ
が

「
＋
α
（
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
）」

で
し
た
。

　

今
回
の
開
設
祭
の
テ
ー
マ

「
＋
α
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
紹
介

の
全
文
を
つ
づ
り
ま
す
。

『
＋
α　

そ
れ
は
希
望
で
す

10
年
前
の
こ
と
を
想
う

ま
わ
り
を
見
わ
た
し
な
が
ら　

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
も
い
い

立
ち
止
ま
っ
た
か
ら
こ
そ　

ま
た
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る

10
年
後
の
こ
と
を
想
う

日
常
に
そ
っ
と
加
わ
る
小
さ
な

「
＋
α
」

重症者ホームひさやまより重症者ホームひさやまより

「
開
設
祭
10
周
年『
＋
α
』」

「
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
」

宣誓のことば チケット
お持ちでしょうか？

てのひらをたいように♪

ファンサービス懐かしい仲間からの
メッセージ

お母さん、見てる？

懐かしの
メンバーに
見守られ

初代施設長より

慎重に・・・

何
気
な
い
瞬
間
に
心
が

ふ
わ
っ
と
動
き
出
す
よ
う
な
変
化

わ
た
し
た
ち
は

社
会
や
人
々
の
な
か
で

と
も
に
生
き　

と
も
に
支
え

一
番
近
く
で
支
え
て
く
れ
る
方
々

を
想
い
な
が
ら

つ
づ
く
道
の
り
で
感
謝
を
伝
え
て

い
き
ま
す
』

　　

私
た
ち
は
、
支
え
る
側
で
は
な

く
、
支
え
ら
れ
て
い
る
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
、
職
員
の
皆
さ
ん
、
地

域
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
、
ホ
ー
ム
に
関
わ
る
た
く

さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
入
居

者
と
共
に
生
き
て
い
る
。
そ
う
思

え
た
一
日
で
し
た
。

『
私
た
ち
は
見
え
な
い
も
の
に
目

を
注
ぐ

見
え
る
も
の
は
一
時
的
で
あ
り
、

見
え
な
い
も
の
は
永
遠
に
続
く
の

で
あ
る
』

園
の
創
立
聖
句
が
頭
に
浮
か
び
ま

し
た
。

　

見
え
な
い
も
の
は
永
遠
に
続
く

の
だ
と
、
心
か
ら
そ
う
思
え
た
一

日
で
し
た
。

（
重
症
者
ホ
ー
ム　
　
　
　
　

療
育
課
長　

陣
内
晶
子
）

第 220 号（11） 2025 年 7月 20日愛　の　手　を



めぐみ棟

　暑い日が続いておりますがいかがお過ごしでしょうか？

　新型コロナウイルス感染症が感染法上「５類」に引き下

げられて２年が経ち感染対策も少しずつ緩和できてきてい

ますが、利用者さんとの面会やふれあいについてはまだ慎

重に行って頂いている状況があります。そこで今年も久山

療育園の日常をお届けしたく利用者さん達の日常の一部を

切り取りました。どうぞご覧ください。

ひかり棟

凄腕釣り師

お散歩うれしいなぁ鯉のぼり作ったぞ最高の笑顔

消防車の前でパチリ！ 喫茶活動

外は気持ちいいねもうこんなにお花咲いてる！！

お花を植えたよ。
お散歩気持ちいいね

2025 年 7月 20日 第 220 号（12）愛　の　手　を



通所

宇
そ ら

宙

重症者ホームひさやま

自己紹介活動にっこり笑ってハイチーズ！手洗いって気持ちいい♪

気持ちいい♪ お外は気持ちいい♪ぽかぽかあったか ^^

イースターエッグゲットだぜ！トマトの苗植え♪ 外気浴気持ちいいな♪

ご当地
グルメフェア♪

第 220 号（13） 2025 年 7月 20日愛　の　手　を



　

い
つ
も
重
症
児
者
と
共
に
生
き
る
「
ミ

ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活

動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
度
は
久
山
療
育
園
に
前
年
度

と
ほ
ぼ
同
額
の
２
，
３
５
８
，
０
７
０
円

を
献
金
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
度
々
言
及
し
て
来
ま
し
た

が
、
２
０
２
０
年
に
始
ま
る
コ
ロ
ナ
の
世

界
的
流
行
以
後
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る

方
々
に
寄
り
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

活
動
の
原
型
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
に
出
来
た

も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
、
も
う
一
度
原
点
に
戻
っ
て
私
た
ち
の

活
動
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
重
症
児
者
と
共
に
生
き
る

「
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」　

会
長　

伊
原
幹
治
）

　

私
は
、
80
歳
に
な
っ
た
ら
運

転
免
許
を
返
上
す
る
こ
と
に
決

め
て
お
り
、
２
０
２
３
年
に
車

を
３
年
リ
ー
ス
に
切
り
替
え
ま

し
た
。
そ
の
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一

つ
の
詩
集
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

盛
岡
時
代
の
Ｋ
姉
の
詩
集
の
一

部
で
す
。

　

Ｋ
姉
が
、
幼
稚
園
で
ゴ
ミ
出

し
当
番
の
時
、
大
け
が
を
し
て
、

約
一
ヶ
月
の
入
院
を
さ
れ
た
時

に
作
ら
れ
た
詩
で
、「
人
生
と
は
、

命
と
は
、
死
と
は
、
信
仰
と
は
、」

を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
毎
日

で
、
そ
の
心
を
そ
の
ま
ま
詩
に

し
ま
し
た
、
と
言
っ
て
お
ら
れ

た
詩
で
す
。

和白バプテスト教会
牧師　城前和徳

「
初
心
者
マ
ー
ク
の
歩
行
」

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
、
一
歩
一
歩

の
前
進
　
カ
ー
ブ
は
特
に
要
注
意

段
差
の
あ
る
所
は
　
ス
リ
ッ
プ
し
な

い
よ
う
に
　
呼
吸
を
整
え
て
か
ら
　

ス
リ
ッ
プ
し
な
い
よ
う
に
　
平
衡
を

失
わ
な
い
よ
う
に
　
バ
ッ
ク
は
　
充

分
　
気
を
つ
け
て

ま
つ
ば
杖
の
　
初
心
者
マ
ー
ク
の
歩

行
で
す
　
悪
い
方
の
左
足
は
　
絶

対
つ
か
な
い
よ
う
に

右
足
に
　
ず
っ
し
り
と
　
体
重
が

乗
っ
か
っ
て
　
疲
れ
が
ひ
ど
い
の
で

　
休
み
休
み
の
前
進
で
す

私
は
　
ま
も
な
く
初
心
者
マ
ー
ク
を

は
ず
せ
ま
す
が
　
な
か
な
か
は
ず
せ

な
い
人
や
　
ず
っ
と
　
そ
の
ま
ま
の

人
も
い
ま
す

初
心
者
マ
ー
ク
が
　
は
ず
せ
る
よ
う

に
　
祈
り
ま
す
が
　
体
の
不
自
由

さ
よ
り
も
　
何
よ
り
も

心
の
不
自
由
さ
か
ら
　
解
放
さ
れ

ま
す
よ
う
に
　
イ
エ
ス
さ
ま
の
み
名

に
よ
っ
て
　
祈
り
ま
す

　

私
自
身
も
、
自
ら
の
心
の
不
自
由

さ
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
よ
う
に
祈
り

た
い
も
の
で
す
。

ミットレーベン・ネットワークよりミットレーベン・ネットワークより

2025年度2025年度
久山療育園久山療育園
開園祭の開園祭の
お知らせお知らせ

　

今
年
も
開
園
祭
の
開
催
に
向
け
て

６
月
23
日
（
月
）
に
「
第
１
回
開
園

祭
実
行
委
員
会
」
を
行
い
内
容
に
つ

い
て
検
討
い
た
し
ま
し
た
。

　

９
月
23
日(

火
・
祝)

10
時
～
14

時
に
開
催
し
、
感
染
対
策
に
配
慮
し

な
が
ら
、
各
機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
重
症
児
者
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
「
公
開
療
育
」
や

「
ふ
れ
あ
い
活
動
」
を
含
め
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。
昼
食
の
販
売
も
検

討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
２
回

開
園
祭
実
行
委
員
会
以
降
、
協
議
・

決
定
し
て
参
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
者
の
皆
さ

ま
方
に
は
後
日
ご
案
内
を
差
し
上
げ

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

バ
プ
テ
ス
ト
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守

る
会

理　

事　

長　

宮
﨑　

信
義

久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療
療
育
セ

ン
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー
長　

岩
永　

知
秋

「２０２４年度２，３５８，０７０円を献金」

2025 年 7月 20日 第 220 号（14）愛　の　手　を



ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
２
０
２
5
年
３
月
１
日
～
5
月
31
日
）
敬
称
略

【
法
人
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

石
垣
幸
枝
、
磯
嵜
佳
果
、
香
住
ヶ
丘
バ
プ
テ
ス
ト

教
会
、
合
唱
集
団
Ｎ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
、
栗
田
昌
直
、
高
知

伊
勢
崎
キ
リ
ス
ト
教
会
、
古
賀
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
、

後
藤
敏
雄
、
神
愛
幼
稚
園
、
西
南
学
院
バ
プ
テ
ス

ト
教
会
兄
弟
会
、
聖
ミ
カ
エ
ル
幼
稚
園
、
堤
秀
幸
、

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
篠
崎
キ
リ
ス
ト
教
会
、
日
本
バ

プ
テ
ス
ト
連
盟
諫
早
キ
リ
ス
ト
教
会
、
日
本
バ
プ

テ
ス
ト
連
盟
北
九
州
キ
リ
ス
ト
教
会
、
日
本
バ
プ

テ
ス
ト
連
盟
堺
キ
リ
ス
ト
教
会
、
日
本
バ
プ
テ
ス

ト
連
盟
豊
橋
キ
リ
ス
ト
教
会
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト

連
盟
東
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
会
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト

連
盟
南
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
会
、
久
山
療
育
園
手

作
品
売
上
、
福
岡
ア
ル
ミ
工
業
（
株
）、
福
岡
城

西
キ
リ
ス
ト
教
会
、
福
岡
女
学
院
教
会
、
福
岡
地

方
連
合
女
性
会
、
防
府
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
、
宮
﨑

信
義
、
山
口
正
夫
、
横
溝
愛
子
、
横
溝
玲
子
、
若

松
バ
プ
テ
ス
ト
教
会 

（
以
上
６
８
５
，
３
６
０
円
）

【
重
症
者
ホ
ー
ム
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

自
動
販
売
機
売
上
献
金
、
久
山
療
育
園
献
金
箱
、

匿
名

（
以
上
３
，
０
４
７
，
９
4
１
円
）

【
施
設
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

岩
永
知
秋
、
草
場
年
子
、
古
賀
和
男
、
堺
麗
子
、

立
石
有
梨
佳
、
田
中
節
子
・
由
美
、
日
本
バ
プ
テ

ス
ト
連
盟
仙
川
キ
リ
ス
ト
教
会
、
久
山
療
育
園
保

護
者
会
、
松
尾
貴
光
・
勇
一
、
松
本
蟻
ケ
崎
キ
リ

ス
ト
教
会

（
以
上
1
，
１
２
５
，
５
０
０
円
）

　

献
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
山
敦
子
（
服
布
地
）、 

井
上
ひ
ろ
み
（
ガ
ラ

ス
皿
）、
入
山
秀
美
（
葉
書
）、
お
針
の
会
関
祐

子
（
タ
オ
ル
エ
プ
ロ
ン
他
）、
草
場
年
子
（
タ

オ
ル
他
）、
久
保
山
敬
子
（
葉
書
）、
古
賀
美

紀
（
葉
書
）、
新
藤
佐
知
子
（
葉
書
）、
末
田
初

恵
（
葉
書
）、
中
間
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
（
米
）、

日
本
国
際
ギ
デ
オ
ン
協
会
福
岡
支
部
（
聖
書
）、

三
苫
宏
美
（
タ
オ
ル
）、
目
白
ヶ
丘
教
会
女
性

会
（
タ
オ
ル
エ
プ
ロ
ン
）、
山
口
正
夫
（
葉
書
）

（
以
上
１
１
，
９
０
０
円
）

献金申込先
1.《郵送》
　社会福祉法人　バプテスト心身障害児（者）を守る会
　〒 811-2501　福岡県糟屋郡久山町大字久原 1869 久山療育園重症児者
　　　　　　　医療療育センター内　☎（092）976-2281 ㈹
2.《郵便振込》   郵便振替【01720-8-24404】　
　　　　　　    名義：バプテスト心身障害者を守る会
3.《銀行振込》   西日本シティ銀行久山支店　普 71888　
　　　　　　    名義：バプテスト心身障害児（者）を守る会　
　　　　　　　　　    理事長　宮﨑信義
4.《ホームページ》当センターホームページから、クレジットカードに
よる寄付が可能となっています。「寄付金のお願い」より開いてください。
また、郵便局振込用紙もパソコン画面よりダウンロードすることができま
すのでご利用ください。
個人、会社共に免税の対象になります。　
メール：hisayama@hisayama-smid.jp クレジット献金は

こちら→

【
４
月
】▽
１
日
～
２
日　

新
入
職
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

▽
１
日　

通
所
始
園
式
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
た
ち
ば
な　

お
菓
子
工
房「
ぷ
ぷ
る
」訪
問
販
売　

▽
７
日　

福
岡
特
別
支
援
学
校　

始

業
式　

▽
８
日　

福
岡
特
別
支
援
学
校
中
学
部　

入
学
式
、お
話
会（
久
山
町
）通
所　
　

▽
11
日　

病
棟
イ
ー
ス
タ
ー
行
事　

▽
15
日　

久
山
町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会（
ラ
ン
タ
ナ
）　

▽
16
日　

火
災
報
知
器
取
替
作
業　

▽
20
日　

保
護
者
会
総
会　

▽
21
日　

経
営
会
議　

▽
24
日　

火
災
報
知
装
置
施
工
完
了
後
の
消
防
署
立
ち
会
い
検
査

【
５
月
】▽
１
日　

新
入
職
員
入
職
１
ケ
月
後
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

▽
２
日　

胃
が
ん
検
診　

▽
７
日　

ひ
か
り
棟
園
外
活
動　

▽
８
日　

お
話
会（
久
山
町
）通
所　

▽
12
日
～
13
日　

会
計

士
事
務
所
監
査　

▽
14
日　

福
岡
特
別
支
援
学
校
指
導
者
協
議
会　

▽
15
日　

全
体
避
難
訓
練

▽
16
日　

監
事
監
査　

▽
19
日　

経
営
会
議　

▽
21
日　

誘
導
灯
器
具
取
替
工
事
、福
岡
県
北
部

地
区
在
宅
重
症
児
者
連
携
会
議
・
コ
ア
会
議（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）　

▽
22
日　

筑
紫
南
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
見
学　

▽
22
日
～
23
日　

令
和
７
年
度　

日
本
重
症
心
身
障
害
福
祉
協
会　

全
国
施
設

協
議
会　

▽
25
日　

施
設
見
学
会　

▽
26
日
～
27
日　

消
防
設
備
点
検　

▽
28
日　

ひ
か
り
棟

メ
　
モ
　
帳

（
２
０
２
５
／
４
／
２
～
６
／
30
）

職
員
の
異
動

【
採　

用
】

４
／
14
付

▽
西
村　

美
和（
介
護
福
祉
士
）

５
／
１
付

▽
吉
松　

あ
ゆ
み（
療
育
員
）

６
／
１
付

▽
舩
津　

美
和（
介
護
福
祉
士
）

【
退　

職
】

４
／
13
付

▽
内
田　

茉
洸（
看
護
師
）

４
／
30
付

▽
池
田　

七
瀬（
介
護
福
祉
士
）

５
／
15
付

▽
中
山　

加
代
子（
調
理
員
／
栄
養
士
）

５
／
30
付

▽
塩
井　

貴
文（
介
護
福
祉
士
）

６
／
30
付

▽
大
浦　

真
妃（
保
育
士
）

園
外
活
動　

▽
29
日　

会
計
士
事
務
所
往
査

▽
31
日　

２
０
２
５
年
度　

第
１
回
理
事
会
、第
５

回
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会

【
６
月
】▽
４
日　

外
壁
工
事
入
札
説
明
会　

▽
９
日　

ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
定
期
総

会　

▽
10
日　

め
ぐ
み
棟
園
外
活
動　

▽
11
日　

初
動
避
難
訓
練
、託
児
所
避
難
訓
練　

▽
12
日　

第
58
回
福
岡
県
重
症
心
身
障
害
施
設
協

議
会
、お
話
会（
久
山
町
）通
所　

▽
13
日　

ロ
ジ
テ

ム
九
州
献
品
来
園　

▽
14
日　

西
南
女
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校
見
学　

▽
16
日　

経
営
会
議　

▽
17
日　

自
家
発
電
機
疑
似
負
荷
試
験
、第
２
回　

重
症
者
ホ
ー
ム
ひ
さ
や
ま
地
域
連
携
推
進
会
議
、認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
マ
イ
リ
ン
グ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ジ
ャ
パ
ン

音
楽
会（
ひ
か
り
棟
）　

▽
19
日　

福
岡
特
別
支
援

学
校　

ス
ク
ー
リ
ン
グ(

め
ぐ
み
棟)

、婦
人
科
検
診
、

第
16
回
福
岡
県
北
部
地
区
在
宅
重
症
児
者
連
携
会

議(

九
大
病
院)　

▽
20
日　

２
０
２
５
年
度　

第

１
回（
定
時
）評
議
員
会　

▽
24
日　

会
計
士
事
務

所
往
査　

▽
25
日　

外
壁
工
事
入
札
会　

▽
27
日　

保
護
者
会
役
員
会
と
の
懇
談
会
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５
月
に
日
本
重
症
心
身
障
害

福
祉
協
会
全
国
施
設
協
議
会
に

出
席
致
し
ま
し
た
。こ
こ
で
、厚

生
労
働
省
か
ら
障
害
保
健
福
祉

施
策
の
動
向
に
つ
い
て
、１
０
０

頁
ほ
ど
の
資
料
に
添
っ
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。注
目
す
べ
き
は

資
料
で
何
度
も
出
て
く
る「
地
域

移
行
の
推
進
」で
し
た
。現
在
推

進
中
の
障
害
者
施
設
か
ら
地
域

に
生
活
拠
点
を
移
す（
戻
す
）取

り
組
み
が
、２
０
２
５
年
度
ま
で

は
努
力
義
務
で
す
が
、２
０
２
６

年
度
か
ら
は
義
務
化
さ
れ
る
こ

と
で
す
。地
域
移
行
等
の
意
思
確

認
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
も
進
め

ら
れ
て
お
り
、数
値
目
標（
６
％

以
上
の
地
域
生
活
へ
移
行
、施
設

入
所
者
数
５
％
以
上
削
減
な
ど
）

も
掲
げ
て
あ
る
状
況
で
す
。重
度

心
身
障
害
児
者
の
入
所
施
設
で

あ
る
久
山
療
育
園
は
、療
養
施
設

と
の
位
置
づ
け
で
、こ
れ
ま
で
地

域
移
行
の
検
討
か
ら
外
れ
て
い

ま
し
た
が
、重
症
心
身
障
害
者
の

地
域
生
活
基
盤
と
施
設
の
役
割

と
い
う
点
で
、こ
れ
か
ら
先
、無

関
係
と
は
い
か
な
い
様
子
が
伺

え
ま
す
。今
後
、次
期
法
改
正
に

向
け
た
施
策
の
動
向
か
ら
目
が

外
せ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
５
類
へ
と
移
行
し
、
早
く
も
２

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

久
山
療
育
園
に
お
き
ま
し
て
も
、

感
染
対
策
の
緩
和
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
ご
家
族

の
面
会
の
制
限
緩
和
や
、
利
用
者

の
外
出
等
も
行
う
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
制
限
が
あ
る
な
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
は
、

活
動
の
受
け
入
れ
中
止
や
、
半
日

の
み
の
活
動
等
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ま
に
感
謝
の
意
味
も
含
め
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
談
会
』
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

以
前
の
懇
談
会
は
、
年
に
１
回

実
施
し
、
各
曜
日
の
代
表
者
の
方

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
各
曜
日
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
日
に
開
催
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ま
に
無
理
な

く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の

意
を
お
伝
え
す
る
場
と
し
な
が
ら
、

職
員
と
の
交
流
も
検
討
し
、
つ
な

が
り
を
深
め
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
７
月
16
日
（
水
）

歩　

行　

器

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
談
会
の
お
知
ら
せ
」

　

ま
た
、協
会
理
事
長
の
報
告

で
、全
国
的
に
見
て
、人
口
減
少
、

出
生
率
の
低
下
に
よ
り
、地
域
に

よ
っ
て
は
入
所
対
象
者
が
減
り
、

施
設
の
入
所
者
が
定
員
割
れ
を

始
め
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。入

所
対
象
と
な
る
人
数
と
施
設
定

員
の
割
合
の
実
態
は
、都
道
府
県

別
に
差
が
あ
り
、福
岡
県
は
今
の

と
こ
ろ
定
員
割
れ
は
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、県
内
に
も
入
所

定
員
を
削
減
し
た
施
設
も
あ
る

な
ど
、地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
人
口
動
態
を
前

提
に
施
設
運
営
・
展
開
を
考
え
な

い
と
い
け
な
い
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

法
改
正
や
対
象
者
の
人
口
推

移
な
ど
を
み
な
が
ら
、本
誌
が

“
歩
行
器
”と
し
て
、「
重
症
児
者

と
共
に
生
き
る
」事
業
運
営
の
一

端
を
担
う
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
、改
め
て
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ボランティアに関するお問い合わせの
方法として、専用メールがございます。

「興味があるけど、
どんなことするのか心配…」

「行ってみたいけど、手続きは？」など、
いつでもご質問いただけるように

なっています。
　お気軽にご利用ください。

bora@hisayama-smid.jp

【専用メールアドレス】
に
開
催
い
た
し
ま
す
。（
対
象
は
水
曜

日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
で
す
）

　

そ
の
他
の
皆
さ
ま
に
も
、
案
内
状

の
準
備
が
整
い
次
第
ご
案
内
い
た
し

ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
タ
オ
ル
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
ご
自
宅
に
未
使
用
の
タ
オ
ル

が
御
座
い
ま
し
た
ら
、
寄
付
し
て
い

た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
長　

島
津
洋
昭
）

重症心身障害施設
久山療育園ホームページ

http://hisayama-smid.jp/

（
T
・
N
）

求人情報

【
専
門
職
種
】

●
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
・
介
護
職
員

実
践
者
研
修
及
び
初
任
者
研
修
修
了
者

（
重
症
心
身
障
害
児
者
へ
の
日
常
生
活

の
介
助
業
務　

食
事
介
助
、入
浴
介
助
、

療
育
活
動
等
）

●
調
理
員
（
調
理
師
・
栄
養
士
）（
重
症

心
身
障
害
児
者
〈
入
所
・
通
所
利
用
者
〉

へ
の
食
事
提
供
）

【
そ
の
他
の
職
種
】

●
日
常
生
活
補
助
業
務
（
洗
い
物
、
リ

ネ
ン
の
片
付
け
、
利
用
者
の
衣
類
の
片

付
け
、
日
常
用
具
の
後
片
付
け
、
居
室

清
掃
、
ベ
ッ
ド
寝
具
整
頓
な
ど
）

【
雇
用
形
態
】

「
正
規
職
員
」
及
び
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム

契
約
職
員
」

【
受
付
】　

久
山
療
育
園　

事
務
部
担
当
課
長　

波
田
（
ハ
ダ
）　

℡
（
０
９
２
）
９
７
６-

２
２
８
１

※詳しくは、ホームページ
またはＱＲコードをご覧ください。

職
員
募
集
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